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祝 卒業  

７８回生のみなさん、卒業おめでとうございます。 

               最後の通信となりました。担任団から一言。 

 

 

１組 担任 三村 悠子 

あっという間の 3年間、でも何十年経っても記憶に残る高校生活。いかがでしたか？ 

129人の皆さんに伴走し、卒業まで見届けられること。今、一番の喜びです。だって、担任して最初から最

後まで見届けられたのは実は 2 回目ですから…密かに感無量！78 回生は『陽だまり』のような存在でした。

一緒にいるだけでじんわり温かい。いつも力をもらいました。本当にありがとう‼みんなには、自分を好きに

なって存分に輝いてほしいです。その姿は周囲に勇気を与えます。気づいてないかもしれませんが、あなたの

存在が、確実に他の誰かの支えになっていますよ。すごいなと思うのは、仲間と繋がりたい想いが結構強いと

ころ。これは、今後の厳しい社会を生き抜くにあたり大きな強みだと感じます。人はひとりでは生きていけな

い。だからこそ、『信じて繋がる』ことは偉大です。鳳鳴高校でみんなが自然に培ってきた力。その魅力を大

切にしてください。 

私は、学校が好きです。一人ひとりの考えや生き方が交錯するこの場所で、自分らしく居られる場をつくっ

ていくのが目標です。また次に出会った時は、お互いに夢を語り合えるように人生楽しみましょうね。ではま

た！ 

 

２組 担任 得能 菜々子 

78回生へ 

 みなさんにとって高校 3 年間はどのような時間でしたか？私はこの 3 年間本当に充実していました。最後

の学年集会でも話しましたが、私は教員になって初めて学年団に所属し、担任をさせてもらいました。慣れな

いことも多く、頼りない場面もたくさんあったと思います。それでも色んなところで力を貸してくれ、共に過

ごしてくれた 78回生のおかげで今を迎えることができています。本当にありがとう。 

 日々の他愛もない会話や授業、学校行事。数えきれないほどの思い出で溢れている 3年間が終わろうとして

いることに、とても寂しさを感じています。そう思えるほど、みなさんのことが本当に大好きで、一緒に過ご

した時間はかけがえのないものだったのだということを改めて実感しています。78 回生 1 人 1 人の様々な姿

に心動かされ、教員という仕事を選んで良かったなと何度も思いました。「愛」や「絆」は目には見えません

が、この 3年間で確かに培われたと確信しています。目に見えるものや形に残る成果だけが重要なわけではあ

りません。表彰状はもらえなくても、日々部活動に一生懸命取り組んだ経験は輝かしいものですし、第一志望

の学校には届かなくても、努力したという事実は消えません。どうか、これからの人生で目に見えないものに

気づき、大切にできる人になってほしいなと思います。 

 私もまだまだ人として、教員として、成長していきたいと思っています。お互いに成長した姿で必ずまた会

いましょうね！卒業、おめでとう。 



３組 担任 北垣 和正 

本当に３年間あっという間でしたね。皆さんの人生に少しの時間でも関われたことを大変うれしく思ってい

ます。これからの人生すべてがうまく進んでいくとは限りません。もし何かに迷ったり、壁にぶつかったり

したときに聴いてほしいミスチルの『終わりなき旅』という曲の歌詞を一部紹介します。 

 

♪高ければ高い壁の方が 登った時気持ちいいもんな 

  まだ限界だなんて認めちゃいないさ 

 胸に抱え込んだ迷いが プラスの力に変わるように 

  いつも今日だって僕らは動いてる 

  嫌な事ばかりではないさ さあ次の扉をノックしよう 

  もっと大きなはずの自分を探す 終わりなき旅♪ 

 

４組 担任 上田 浩之 

「最近涙もろくなった」と思い始めたのはいつ頃だっただろうか…これまで何とも思わなかったことに感動

したり、感情移入して涙することが増えたように思います。これまでは年を重ね、心が強くなることで感情の

起伏は穏やかになり、泣くことも減っていくのだろうと思っていましたが、むしろ逆かもしれません。そもそ

も、心は強くなるのでしょうか？自分自身にそういった実感はあまりなく、かといって弱くなっているとも思

いません。あれこれ考えていると、最近、自分なりのある解釈にたどり着きました。それは、「涙もろくなる

のは、人生経験を積むことで、様々な人々の、様々な立場や感情を少しは考えられるようになってきたという

証ではないか」というものです。 

さて、皆さんもこれから様々な喜怒哀楽を経験することでしょう。そしてそれらは、皆さんの人生を深め、よ

り豊かなものにしてくれるでしょう。感情をどれほど表に出すかは別として、感情の起伏は大切なもので、こ

れこそが人間を人間らしくしているものかもしれません。人工知能（AI）が急速に影響力を増す時代、「人間

味（にんげんみ）」を持った人になってください。内面的に成長した皆さんに会える日を楽しみにしています。 

 

学年主任 杵渕 滋子 

あっという間の３年間でしたね。終わってしまった時間はもう返ってきませんが、これから先の時間はまだ

まだあります。大切に使ってくださいね。いろいろありましたが、何とかここまでたどり着きました。ずっと

見守って下さった保護者の方へ感謝を忘れずにしてください。 

 

新たなステージに向かって前進あるのみ！ 

頑張れ、７８回生！ずっと応援しています。また、会える日を楽しみにしています。 

 

保護者の皆様方へ 

 ３年間、本校の教育活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございました。至らぬところもあったか

と思いますが、ご容赦いただければ幸いです。 

何度かご連絡させていただいておりますが、３月末には学年費の返金をさせていただきます。返金の確認が

終わるまでは、口座を閉じないようにお願いいたします。 

 https://www2.hyogo-c.ed.jp/weblog2/homei-hs/  


